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 未曾有の大災害となった東日本大震災は、私達に大きな

教訓を与えてくれました。地域の絆なんてあの大災害から

見ればちっぽけなものですが、やはり人と人とのつながり

「絆」はどれほど大切なものかを教えてくれました。そし

て、人が作った原子力が人類に及ぼす脅威がどれほどのも

のかも教えてくれています。 

 被災された方々はこれからもっと辛い状況に追い込まれ

るのかもしれません。 

 今年の「あい愛まつり」はこの人と人

とのつながり「絆」を見つめ直すこと。

そして「原子力」の恐ろしさに迫って、

すべての命を大切さを考えることにしま

した。 

 

 大ホールで上映する「GATE」という

映画は、原子力の原点に返って広島に投下された「原子力

の火」をテーマにしたものです。 

 日本のお坊さん達が原爆を投下された広島で、延々と燃

え続けていた「原爆の火」を原子力発生の地アメリカのト

リニティーサイトという地に戻し、原子力の被害が絶対に

世界に広がらないようにと祈り続けるドキュメンタリー映

画です。 

 永平寺のお坊さんもその映画に出演され、その時の感動

を映画の後の講演でお話いただけることになっています。 

 

 今年は、イベントで「包丁とぎ」や小学生の児童たちが

自分で考えた遊び、そして地震の体験車もあります。 

 朝、包丁とぎをお願いして、映画を見て講演を聞いて、

遊んでバザーで掘り出し物を買って、帰りにピカピカの包

丁を持って帰り、その日はその包丁で作ったおいしいお刺

身を食べたら最高ですね。一緒に楽しみましょう。    
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恒例の あい愛まつり 開催 

    ７月３日（日）   9：00～3：30 

     福祉バザー   1：30～3：30 

９時から福祉センター大ホールにて 

 映画 「GATE」を上映いたします  

 ６月４日に名古屋から大田昌和先生をお招きし

て、開運風水セミナーを開催いたしました。 

 初めての企画なのでどれだけの参加者があるか

が心配でしたが、おかげさまでお借りした福祉セ

ンターの会議室は満席になって、本当に楽しいセ

ミナーを開催することが出来ました。 

 

 手相の見方から始まって、自分のこれからのバ

イオリズムまで自分自身で判断が出来るまでに面

白おかしく、しかも丁寧に説明していただき、笑

いの絶えないセミナーでついつい引き込まれなが

ら１時間３０分があっという間に過ぎてしまいま

した。 

 

 私自身も家相は難しいと思っていましたが、悪

いことを重視するのではなく、良いことに重きを

置いた間取りをしていけば楽しく家相にかなった

設計が出来ることもわかりました。 

 

 セミナー終了後、個別相談もあり、今悩んでい

ることの相談にもなっていただけました。 

 

 参加者の

中には最初

このセミ

ナーを聞く

と私共から

しつこいア

プローチがあるのではと疑心暗鬼の方もいらっ

しゃいましたが、話を聞いているうちに笑い顔に

変わって行きました。最後に「本当に楽しかった

わ。またこんな楽しいセミナーを開催してね」と

言って帰られました。 

 

 今後この風水セミナーはもちろんのこと、楽し

いセミナーがあればどんどん企画していきたいと

思います。是非参加してくださいネ。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://ishimaru-housecenter.co.jp 

一 級 建 築 士 事 務 所 

建築での大震災の影響は無くなりつつあります。 
 

 ３月11日に発生した東日本大震災によって、ベニヤ板

など住宅建材も工場の被害などで建材が納入できないな

どの影響が出ていましたが、現在ではかなり復旧が進ん

でほぼ順調に納入できる状態になってきています。 

 でも、東京電力の原子力発電所事故による電力不足は

今になってその影響が全国に波及してきていますね。 

 話題は電力の発電方法自体の見なおしにまでなってき

ているようですが、私は、化石燃料による発電も人類の 

 

未来にに対して問題があると思いますが、原子力発電は

今の発電による影響が今後何万年にも及ぶことを聞く

と、出来る限りなくしたほうが良いと思います。 

 もちろん電気のない生活はもう私達には出来ないと思

いますが、全て電気に管理された生活は、一瞬にして自

分自身を失ってしまう恐れがあります。私もこれから太

陽光発電や風力発電のことも勉強していきますが、少し

でも電気に頼らずに暮らしていけるような家づくりをご

提案していけるように頑張っていきます。 


